
特ー１８
スピン注入トルクを用いた超高速非線形素子の開発

１ 研究目的

スピンと電荷の相互作用を利用した全く新しいオールメタルマイクロ波素子を提案する。

２ 研究内容・期待される研究成果
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スピン注入により
鉄はマイクロ波
能動素子になる

鉄やニッケルといった強磁性体金属によりナノ
メートルスケールの非常に小型で省エネルギー
なマイクロ波発振器、整流器、変調器などが作
製可能となる。

３ 研究成果の社会的意義・社会への波及効果

シリコンとの混載が容易であるため、ロジック
ゲートとMMICの一体化が進み低コスト・省エネ
ルギー・環境適合性の有る・超小型マイクロ波
チップを社会に提供できる。このことにより豊か
で安全なユビキタス社会の実現に大きく寄与す
る。


